




A Study of the Relationship between The Affiliation/
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項 男 子 女 子
日 達成得点 親和得点 達成得点 親和得点
1 ．080 ．151 ．150 ．232＊
2 一．318＊ r182 一．228＊ 一．205
3 一．036 ．335＊ 一．055 ，255＊
4 ．092 ．225 一．047 ．！61
5 一．O18 ．261＊ ．146 一．072
6 一．310＊ 一150 一．033 一．202
7 一．225 一251＊ 一273＊ 一．088
8 ．164 ．237＊ ，172 ．184
9 r182 ．203 ．077 ，138
10 ．066 ．100 ．124 ．095
1ユ 一．164 ．031 一．135 一．231＊
12 一232＊ r178 一．208 一．159
13 一ユ45 ．172 一．O16 ．165
14 ．327＊ ．223 一．l11 ．215＊
15 一．049 ．286＊ 一〇40 ．052
16 一．035 ．249＊ ．090 ．276＊
17 ．030 ．270＊ ．173 ．060
18 ，081 ．423＊ 一．084 ．264＊
19 ．048 ．131 一183 一262＊
20 ，055 ．202 ．150 ．189
21 一．2！8 一．274＊ 一．！62 一。159
22 ．182 ，270＊ ．085 ．156
23 ．266＊ ．126 ．149 。300＊
24 ．100 ．400＊ 一，096 ，l11



















































質問 男 子 女 子
項目
達成H群 達成L群 H－しの差 達成H群 達成L群 H－しの差
番号 （n＝12） （n＝12） （tの値） （n＝14） （n＝14） （tの値）
1 4．08（0．86） 3．67（0．94） 3．79（0．86） 3．64（0．90）
2 1．17（0．37） 2．17（1．40） 2．28，P＜．05 1．64（0．72） 2．57（1．50）
3 4．42（0．76） 4．33（0，94） 4．64（0。81） 4．71（0．45）
4 3．00（1．08） 2．50（0。76） 2．79（0．86） 2．64（1．34）
5 2．17（L21） 2、08（LO4） 3．21（1．21） 2．14（1．4！） 2，08，p＜．05
6 1。08（0．28） ！．67（1．03） 1．21（0．41） 1．29（0．45）
7 1．17（0．55） 1．50（0。87） 1．50（1．12） 2，57（1．59）
8 3．67（1．03） 3．00（1．16） 3．50（1．05） 3．14（1．46）
9 1．92（0．95） 2。58（1．32） 2．43（1．18） 2．57（1。45）
lO 2．67（1．25） 2．33・（1．03） 3．36（0．97） 3．29（1．28）
11 1．58（1．19） 2．17（1．34） 1．64（1．17） 2．00（1．41）
12 2．00（1．35） 2．92（1．19） 1。86（1．13） 2．79（1．57）
13 4．17（1．21） 4．42（0．76） 3．50（1．05） 3．57（1．59）
14 5．00（0．00） 3。42（1．75） 2．99，P＜．05 3．79（1．57） 4．21（1．52）
15 4．33（1．03） 4．42（1．04） 4．21（0．86） 4．36（0．90）
16 2．25（1．30） 2．33（1．37） 2．57（1．29） 2．29（1．49）
17 3．50（1．19） 3．17（1．34） 4．07（0．96） 3．14（1。64）
18 4．50（1．12） 4．25（0．92） 4．36（0．90） 4．64（0．61）
19 3．00（1．35） 2．58（1．55） 2．21（1，01） 2．79（1．57）
20 4．00（1．16） 3．75（1．23） 4．00（0，93） 3．64（1．29）
21 2．00（0．82） 2．75（0．92） 2．21（0．92） 2．57（1．55）
22 3．33（1。37） 2．08（1．44） 2。08，P＜．05 4．14（0．92） 4．36（123）
23 5．00（0．00） 4．42（1．12） 4．93（O．26） 4，64（0．61）
24 3．92（1．19） 3．42（1．26） 3．57（1。18） 3，79（1．21）
25 2．25（0。92） 2．67（1．49） 2．14（0．99） 2．21（1．37）
児童の親和動機及び達成動機と生活意識の関係に関する一研究 lll
c．高i親和得点群と低親和得点群の生活意識の比較
　達成得点と同様に，平均と標準偏差を基に親和得点H群と親和得点L群にグループ分け
した。男子では親和H群13名，L群14名，女子ではH群17名，　L群14名であった。
　男女共通にH群とL群の間に有意味な差異が見いだされた項目は3，14の2項目である。
また，男子だけが8，15，17，18，20，22，24の7項目，女子だけに有意な差のであった
項目がll，19，23の3項目である。
表5．親和得点と生活意識の関係
男　　　　　　　子 女　　　　　　　子質問
?ﾚ
ﾔ号
親和H群
in＝13）
親和L群
in＝14）
H－しの差
itの値）
親和H群
in＝17）
親和L群
in＝14）
H－しの差
itの値）
3．85（1．10）
P．15（0．36）
S．85（0．53）
R。39（1．15）
Q．69（1．59）
P．15（0．36）
P．15（0，53）
R．69（1．07）
Q．85（1．35）
Q。31（1．14）
Q，23（1．48）
Q．23（1．48）
S．62（O．74）
T．00（0．00）
S．85（0．36）
Q．31（1．07）
R．85（1．10）
S．85（0．36）
R．23（1．58）
S．39（0．92）
P．69（0．91）
Q．92（！．49）
S．69（0．61）
S．3ユ（0．99）
Q．46（1．45）
3．71（0．88）
P．71（0．88）
S．OO（0．93）
Q．50（1，12）
P．71（1。16）
P．86（1ユ6）
P．86（1．19）
Q．79（1．08）
P．93（1，03）
Q．00（1．41）
P．64（上17）
Q．86（1．30）
S．14（1．06）
S．07（1．53）
R．79（0．94）
P．71（0．96）
Q。43（0．98）
R，86（1．30）
Q57（1．05）
R．36（1．29）
Q．43（0．98）
Q．07（1．28）
S．21（0．94）
Q。50（！．24）
Q．21（L37）
2。77，p＜．05
Q．11，p＜．05
Q．10，p＜，05
R．67，p＜．01
R．41，p＜．01
Q．55，p＜．05
Q．28，p＜．05
Q．08，p＜．05
S．Ol，　p＜．01
4．06（0．94）
P．65（1．19）
S．88（0．32）
R．00（1．57）
Q．12（1．41）
P．12（0．32）
P．65（1．23）
R．76（1．06）
Q．53（1．29）
Q．76（1，31）
P．41（0．49）
P．47（0，78）
R．94（1．30）
T．00（0．00）
S．29（1。18）
Q．35（1．61）
R．41（1．14）
S．71（0．67）
P．94（1．11）
R．82（1．04）
Q．12（1．23）
S．18（0．98）
T．00（0．00）
R，35（0．84）
Q．24（1．31）
3．36（0．97）
Q．29（1．22）
S．00（1．20）
Q．36（0．89）
Q．79（1．2！）
P．71（1．16）
Q．07（1，30）
R．43（1．35）
Q．14（0．83）
Q．50（0．82）
Q．21（1．26）
Q．14（1，30）
R．21（1．32）
S．14（1．30）
S．07（1．22）
P．71（0。70）
R．07（1．03）
S。21（0．86）
R．00（1．36）
R．07（1．10）
Q．64（1．11）
R，43（1．18）
S．50（0．73）
R，00（1．31）
P．71（0．69）
2．59，p＜．05
Q．16，p＜．05
Q．28，p〈．05
Q．26，p＜．05
Q。46，p＜．05
　以上，達成得点及び親和得点と生活意識の関係について相関的分析及びH群とL群々群
の比較という2つの側面から検討してみたが，特に，親和得点と生活意識の間にかなりの
関係が存在することが明らかになった。
112 村　田　義　幸
　磯貝ら（1978，1979，1980）は，子どものライフ・スタイルについて研究を深めている
が，子ども達が，日常の生活についてどの様に活動し，どのような事柄に興味や関心をも
ち，意見をもっているめかを総合的に把握し，それらが子どもの意欲や目の輝きとどの様
に関係しているのかを吟味していくことが重要であると考える。
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